Evaluation of the effects of gastrectomy on the development of metabolic bone disease by 東 勇気 & Higashi Yuki
学位請求論文
論文内容の要旨及び審査結果の要旨




題 名 Evaluation of the effects of gastrectomy on the development of metabolic bone disease 







12 週の wistar 系雄性ラットを①単開腹群（対照群、 n= 15)、 ②腺胃切除 ·Billroth I 法再建群(RGB I
群、 n=l5)、③全胃温存 ·Roux-en-Y 法再建群 (PSRY 群、 n=l5) 、 ④胃全摘 ·Roux-en-Y 法再建群(TGRY
群、 n=l5)に振り分けた。 RGB I群は胃酸分泌がなく食物が十二指腸を通過するモデル、 PSRY 群は胃酸
分泌はあるが食物が十二指腸を通過しないモデル、TGRY 群は胃酸分泌がなくかつ食物が十二指腸を通
過しないモデルである。術後 22 週に全身麻酔下に採血し犠牲死させた後、両大腿骨を採取し、骨形態、
骨密度、骨強度の評価を行った。また、血清 Ca、Pi、TP、Alb および、骨代謝マー カ ーである TRACP-5b、
BAP を測定した。
血清TPとCa値は胃手術群でいずれも低下し、 TGRY群で最も低値だった。 PSRY群とTGRY群では、 骨梁
が薄く、 骨形態変化が大きかった。 骨密度は対照群と比較しPSRY群とTGRY群はいずれも低く、 TGRY群
はPSRY群に比べ低下していた。 骨強度は胃手術群で対照群に比べ低く、RGB I 群に比べ他の胃手術群は
低下していた。胃酸の分泌はないが食物が十二指腸を通過するモデルであるRGB I 群が他の胃手術群と
比べ、 血清値や骨密度、 骨強度の変化が少なかった。 また胃酸分泌、 十二指腸通過の 両方が障害され
たTGRY群は骨障害の程度が最も甚だしかった。
以上の結果より、 胃酸と食物の十二指腸通過のいずれも骨障害発生に関与するが、 食物の十二指腸
通過の影響のほうが大きいことが示唆された。 上部消化管手術において機能温存の有用性が検討され
ているが、 骨障害の銀点からは十二指腸の食物通過を温存する再建方法が有益であると考えられた。
本研究は、 手術モデルを用いた基礎的実験から胃切除後骨代謝障害の発生機序を解明したもので、 実
臨床につながるすぐれた研究であり、 本学の学位授与に値するものと評価された。
